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《背景》

とろみ水に ダマ
見かけませんか？

ダマ ＝ とろみ剤が溶けていない ＝ 粘度が低下

STの指示より薄いとろみ水が提供されている！

誤嚥の危険性誤嚥の危険性
1



《目的》 どのような場合に粘度が低下？

① 溶解を行った者の専門性（職種）の違い？

仮説を検証し対策を検討

② 溶解方法についての知識（指導の有無）の違い？

（ST） （看護師） （看護助手） （患者・家族）

③ とろみ剤の溶けやすさ（銘柄）の違い？
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≪方法≫
対象者：

倫理審査承認済み

60歳～70歳代

ADL自立

ST 看護師 看護助手

患者・家族

（2.6年） （14.5年） （7.3年） ( 経験年数 ・中央値)

各群10名

材料：

・とろみ剤 2種類（次スライド参照）

・音叉型振動式粘度計
〈株式会社エー・アンド・ディー〉

スティック状

3



不適切な混ぜ方をした場合に
とろみ剤の種類で溶けにくさに差があるか？

〈条件1〉

とろみ剤をかき混ぜながら
加える

〈条件2〉

とろみ剤を
「一度に投入」してから

VS
静粘度を比較
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手順:

ST 看護師 看護助手 患者・家族 各10名

2種類のとろみ剤の溶解を実施

溶解方法の指導：
とろみ剤の適切な溶解方法を実演した映像を提示

静粘度を測定

とろみ剤の適切な溶解方法を実演した映像を提示

2種類のとろみ剤の溶解を実施

静粘度を測定 5



溶解方法の指導：

とろみ剤の適切な溶解方法を示した映像を1回提示

「少量ずつかき混ぜながら
とろみ剤を入れます」

「10秒前後でとろみ剤を入れ
終わるようにしてください」

「とろみ剤投入後30秒程度「とろみ剤投入後30秒程度
撹拌してください」

※ 実験でも同じスプーン、コップ、スティック状のとろみ剤を使用しています
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測定・分析

測定データ ： とろみ溶液の静粘度 （2％濃度溶液）

200

250

300

・
s

静粘度 ＝ [粘度] × ［密度］

分析データ ： 相対粘度 （高い方が好ましい）

[各とろみ溶液の静粘度] ÷ ［各とろみ剤の基準値］

2回/秒 40秒間撹拌した時の静粘度
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とろみ剤は同じ濃度でも銘柄により粘度が異なるため相対粘度を使用

分析 ： 分散分析 3要因
職種(4)×指導前後(2)×とろみ剤(2)

統計協力 ： 近畿大学医学部付属病院 久保田功氏

2回/秒 40秒間撹拌した時の静粘度
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《結果》
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1. 職種による差なし （職種の主効果なし）

2. 指導後増加 （指導の主効果 p＜0.05)

3. > （とろみ剤の主効果 p＜0.0l)とろみ剤 A とろみ剤 B

溶け難い溶け易い

※ 要因間の交互作用は認めず
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《考察・結論》

病棟で ダマ を見たら

1. 
全職種を対象に

とろみ剤を溶解する可能性のある 職種による差なし
同一職種内の個人差が大きいため？

2. 指導を実施

（ST） （看護師） （看護助手） （患者・家族）

指導の効果あり！
知識の低下が粘度低下に影響
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3. 溶け易いとろみ剤への変更も有効

とろみ剤 Aとろみ剤 B
溶け難い 溶け易い

とろみ剤の種類によって粘度に差あり
とろみ剤の溶けやすさも影響

特に以下の患者に有効
① 麻痺や高齢による感覚・運動機能

低下のため上肢操作が困難

② 認知機能が低下しており、

指示の理解が困難

とろみ剤 Aとろみ剤 B
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